新しい働き方開拓団　規約

（名称）第１条　この団体は、新しい働き方開拓団といいます。

（事務所）第２条　この団体は、主たる事務所を北海道上川郡下川町に置きます。

（目的）第３条　この団体は、旭川及びその周辺の地域の人々が社会的な諸課題を乗り越えていくための新しい働き方やつながり方を創造していくことに寄与することを目的とします。

（事業）第４条　この団体は、前条の目的を達成するため、次の事業を行います。

（1） コミュニティ通貨・愛の試行的流通事業

（2） 雑誌出版事業及び広報活動

（3） フェアトレード、及びその他の物販事業

（4） 自主学習会の開催

（5） その他、必要な活動

（会員）第５条　この団体の会員は、次の２種とします。

(1) 開拓民　　　この団体の趣旨・目的に賛同し、事業に参画しようとする個人及び団体

(2) 賛助会員　　この団体の趣旨・目的に賛同し、事業を支援しようとする個人及び団体

（入会）第６条　会員の入会については、特に条件を定めません。

２　会員として入会しようとするものは、代表が別に定める入会申込書により、代表に申し込むものとし、代表は正当な理由がない限り入会を認めなければなりません。

３　代表は、前項のものの入会を認めないときは、速やかに理由を付した書面をもって本人にその旨を通知しなければなりません。

（会員資格の喪失）第７条　会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、その資格を喪失します。

1. 退会届を提出したとき。

2. 本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。

3. 継続して３年以上会費を滞納し、追納の意思がないと認められるとき。

4. その他、総会で議決されたとき。

（種別及び定数）第８条　この団体に次の役員を置きます。

（1） 代表　　１人

（2） 副代表　　１人以上

　２　代表は必置、副代表は適当な会員がいない場合は可能な限り早急に補充することとします。

　３　役員は、総会において開拓民の中から選出します。

（職務）第９条　代表は、この団体を代表し、その業務を総理します。

　　２　副代表は、代表を補佐し、代表に事故あるとき又は代表理事がかけたときは、代表があらかじめ指定した順序によって、その職務を代行します。

　　

（解任）第１０条　役員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、これを解任することができます。この場合には、その役員に対し、議決する前に必ず弁明の機会を与えます。

（1） 心身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認められるとき。

（2） 職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。

（職員）第１１条　この団体には職員を置くことができます。

　２　職員は、代表が任免します。

（構成・種別）第１２条　この団体の総会は、開拓民をもって構成し、通常総会及び臨時総会の２種とします。

（権能）第１３条　総会は、以下の事項について議決します。

（1） 規約の変更　　（２）解散　　（３）合併

（４）事業計画及び収支予算並びにその変更　　（５）事業報告及び収支決算

（６）役員の選任及び解任、職務及び報酬

（７）会費の額　　（８）その他運営に関する重要事項

（開催）第１４条　通常総会は、毎年１回開催します。

２　臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催します。

（1） 代表が必要と認め招集したとき。

（2） 開拓民総数の5分の１以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請求があったとき。

（議決）第１５条　総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した開拓民の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによります。

（表決権等）第１６条　各開拓民の表決権は、平等なるものとします。ただし、個人開拓民が団体開拓民の議決権を兼ねたり、複数の団体開拓民の議決権を同一の者が行使することはできないものとします。

　２　　やむを得ない理由のために総会に出席できない開拓民は、あらかじめ通知された事項について書面をもって表決し、又は他の開拓民を代理人として表決を委任することができます。

　３　　前項の規定により表決した正会員は、前条の適用については、会に出席したものとみなします。

　４　　総会の議決について、特別の利害関係を有する開拓民は、その議事の議決に加わることができません。

（事業年度）第１７条　この団体の事業年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わります。

（解散）第１８条　この団体は、次に掲げる事由により解散します。

（1） 総会の決議　　（２）目的とする事業の成功の不能

（３）開拓民の欠亡　　（４）合併　　（５）破産

　

（細則）第１９条　この規約の施行について必要な細則は、代表がこれを定めます。

附則

　１　この規約は、２００９年６月７日から施行します。

　２　この団体の設立当初の役員の任期は、第１５条第１項の規定にかかわらず、成立の日から２０１１年３月３１日までとします。

　３　この団体の設立当初の事業年度は、第４３条の規定にかかわらず、成立の日から２０１０年３月３１日までとします。

　４　この団体の設立当初の会費は、次に掲げる額とします。

（１）開拓民　　　　　　　　なし

（２）賛助会員（団体）　　　年額一口　　３０００円

（３）賛助会員（団体）　　　年額一口　５０００円

５　この規約は、2010年6月23日に改正・施行します。

６　この規約は、201２年6月2０日に改正・施行します。

